
　

町
で
は
、
平
成
20
年
５
月
22
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
に
６
地
区
で
学
区
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
学
区
懇
談
会
で
は
、平
成
18
年
策
定
の
第
5
次
総
合
計
画
の
骨
格
で
あ
る
「
３

駅
プ
ラ
ス
１
」
構
想
の (
仮
称)

相
見
駅
お
よ
び
幸
田
駅
前
開
発
な
ど
に
つ
い
て
、
町
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
各
種
事
業
を
説
明
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
町
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
駅
と
周
辺
整
備

意
見
１　

新
駅
は
周
辺
の
人
に
と
っ
て
は

便
利
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
全
体
か
ら
み

れ
ば
ど
う
か
と
思
う
。

　

ま
た
新
駅
の
建
設
負
担
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
か
。

　

本
町
は
鉄
道
駅
を
中
心
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
駅
は
い
ろ
い
ろ
な
輸
送
・
交
流

拠
点
と
し
て
重
要
で
す
。

　

町
と
し
て
は
北
部
地
区
か
ら
新
駅
の
要

望
も
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
ー
豊
橋
駅
間
で

は
一
番
長
い
区
間
距
離
と
な
っ
て
い
る
岡

崎
ー
幸
田
駅
間
に
３
番
目
の
駅
を
造
る
こ

と
で
、
本
町
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
す
る

基
盤
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
の
将
来
像
と
し
て
北
部
に
駅
は
必
要

で
あ
り
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
「
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
駅
お
よ
び
駅
西
駐
車
場
・
ア

ク
セ
ス
道
路
整
備
に
は
約
40
数
億
円
（
未

確
定
）
が
必
要
で
す
が
、
財
源
と
し
て
主

に
現
在
積
み
立
て
て
あ
る
基
金
か
ら
約

30
億
円
、
ま
た
相
見
土
地
区
画
整
理
組
合

へ
の
年
２
億
円
の
補
助
金
を
21
年
か
ら
概

ね
３
年
間
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
６
億
円

な
ど
を
あ
て
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
西
駐
車
場
・
ア
ク
セ
ス
道
路

に
は
国
な
ど
の
補
助
金
の
活
用
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

＊
新
駅
は
明
治
33
年
、
こ
の
地
区
が
相

見
村
で
あ
っ
た
頃
か
ら
誘
致
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
元

年
に
（
仮
称
）
相
見
駅
設
置
促
進
期
成

同
盟
会
が
設
立
さ
れ
、
駅
設
置
を
求
め

る
請
願
が
町
長
お
よ
び
町
議
会
へ
提
出

さ
れ
町
と
し
て
新
駅
誘
致
に
動
き
出
し

ま
し
た
。

　

新
駅
誘
致
は
20
年
来
の
宿
願
で
す
。

（
幸
田
町
議
会　

平
成
元
年
12
月
議
会

で
請
願
を
全
会
一
致
で
採
択
）

意
見
２　

比
較
的
新
し
い
駅
は
乗
降
者
が

少
な
い
。
そ
の
要
因
は
駐
車
場
が
少
な
い

こ
と
に
も
よ
る
。
駅
利
用
の
た
め
大
規
模

な
駅
駐
車
場
が
必
要
で
は
。

　

駐
車
場
は
東
側
で
は
用
地
確
保
が
難
し

い
た
め
と
、
西
側
か
ら
の
乗
降
客
を
増
や

す
こ
と
を
含
め
新
駅
西
側
へ
造
り
ま
す
。

規
模
は
あ
る
程
度
は
必
要
と
考
え
約
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
600
～
700
台
程
度
を
予
定
し
、

自
動
車
か
ら
鉄
道
に
乗
り
換
え
る
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
と
し
て
計
画
し
て
い

き
ま
す
。

　

環
境
・
省
エ
ネ
対
策
は
今
後
一
層
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

は
自
動
車
利
用
か
ら
鉄
道
な
ど
の
公
共

交
通
利
用
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
自
動
車
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
・
自
転
車
な
ど
と
の
連
絡
も
考
え

て
い
き
ま
す
。

意
見
３　

新
駅
に
つ
な
が
る
幹
線
道
路
を

将
来
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
は
重
要
で
す
。
幸

田
高
校
か
ら
新
駅
予
定
地
へ
の
相
見
線

（
道
幅
18
メ
ー
ト
ル
）、
県
道
須
美
福
岡
線

（
道
幅
16
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
の
改
良
計
画

と
と
も
に
、
新
駅
西
側
の
駐
車
場
か
ら
柳

川
を
渡
り
岡
崎
市
方
面
へ
延
び
る
道
路
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
現
へ
向
け
関

係
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

幸
田
駅
な
ど
へ
の
影
響

意
見
４　

新
駅
の
設
置
に
よ
り
、
幸
田
駅

の
利
便
性
に
支
障
が
出
な
い
か
。

　

近
い
場
所
に
駅
が
あ
る
こ
と
は
生
活
上

非
常
に
便
利
に
な
り
ま
す
。
幸
田
駅
の
利

第
５
次
総
合
計
画
と

「
３
駅
プ
ラ
ス
１
」
構
想
と
は

　

計
画
（
平
成
18
年
～
27
年
の
10
ヶ
年
計

画
）
は
、
人
口
５
万
人
規
模
の
都
市
づ
く

り
で
「
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
緑
住
文

化
都
市
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
「
３
駅
プ
ラ
ス
１
」
構
想
と
は
幸
田
駅
、

三
ヶ
根
駅
、
新
駅
の
周
辺
市
街
地
と
ハ
ッ

ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
周
辺
の
交
流
拠
点

を
加
え
た
４
極
を
都
市
核
と
し
て
、
コ
ン

パ
ク
ト
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
誘
導
す
る
土
地
利
用
計
画
の
こ
と
で
す
。
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地区 概要・参加者 主な意見

豊坂
5 月 22 日（木）
84 名
野場老人憩の家

①自転車利用のまちづくりを考えては
どうか。②幸田駅西の発展に取り組ん
でほしい。

中央
5 月 23 日（金）
62 名
岩堀公民館

①中央小学校体育館の耐震化を優先す
べき。②岩堀に住民広場と南部集会場
を造ってほしい。

深溝
5 月 25 日（日）
58 名
市場公民館

①福祉施設の充実をしてほしい。
②深溝地区の都市化の方策を聞きたい。

幸田
5 月 26 日（月）
72 名
大草老人憩の家

①若い世代に対し固定資産税・都市計画
税を安くしてほしい。②企業不況による
財政減のシミュレーションもすべき。

坂崎
5 月 30 日（金）
58 名
坂崎公民館

①将来を担う子どもたちをどう育てて
いくのか考えるべき。②大井池を中心
とした農業公園の整備を考えてほしい。

荻谷
5 月 31 日（土）
73 名
芦谷コミュニティ

①住んでいる住民が本当に良かったと
いうまちづくりをすべき。②国道 23 号
芦谷インター周辺整備の検討をしてほ
しい。

●意見・回答および詳細内容は、幸田町ホームページに掲
載いたします。

注 ･･＊印は補足説明です。

学区懇談会の概要と地区に関する主な意見

便
性
に
つ
い
て
は
本
町
が
人
口
５
万
人
を

目
指
す
中
で
、
駅
勢
圏
の
人
口
増
加
な
ど

拡
充
を
図
り
な
が
ら
町
の
中
心
駅
と
し
て

常
に
快
速
が
止
ま
る
駅
と
な
る
よ
う
引
き

続
き
強
力
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

意
見
５　

幸
田
駅
前
開
発
に
つ
い
て
、
今

あ
る
幸
田
駅
を
幸
田
の
玄
関
口
と
し
て
、

も
っ
と
良
い
駅
に
つ
く
り
か
え
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
駅
前
開
発
の

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
。

　

駅
は
将
来
的
に
は
橋
上
化
を
行
い
、
駅

西
ま
で
自
由
通
路
を
の
ば
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
開
発
で
国
道
248
号
方
面
へ

延
び
る
県
道
芦
谷
蒲
郡
線
お
よ
び
駅
前
通

り
で
あ
る
県
道
岡
崎
幸
田
線
の
道
幅
は
現

道
の
２
倍
以
上
に
拡
幅
す
る
計
画
で
す
。

こ
う
し
た
基
盤
整
備
は
国
・
県
な
ど
の
支

援
を
得
て
町
が
施
行
し
ま
す
が
、
土
地
の

利
用
は
地
権
者
の
か
た
が
考
え
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
換
地
計
画
の
作

業
中
で
年
内
に
決
ま
る
予
定
で
す
。
上
屋

は
中
高
層
建
物
で
共
同
化
し
て
い
く
構
想

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

＊
三
ヶ
根
駅
に
つ
い
て
は
、
南
部
の
拠

点
と
し
て
深
溝
運
動
公
園
や
本
光
寺
、

郷
土
資
料
館
、
道
の
駅
と
と
も
に
文
化

交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
・
安
全
・
安
心

意
見
６　

子
ど
も
を
守
る
こ
と
は
大
切
で

す
。
し
か
し
子
ど
も
に
も
自
分
で
自
分
の

身
を
守
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
子
ど
も
が
自
分
で
身
を
守
れ
る

よ
う
に
な
る
指
導
を
す
べ
き
。

　

学
校
で
は
交
通
安
全
、
地
震
な
ど
の
災

害
、
不
審
者
な
ど
の
対
応
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
対
応
訓
練
で
は
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に

避
難
訓
練
や
集
団
登
下
校
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
の
外
で
実
際
に
生
き
る
力
が
つ
く
よ

う
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

財
政
と
ま
ち
づ
く
り

意
見
７　

幸
田
町
は
財
政
力
豊
か
だ
が
、

借
金
も
多
い
。
借
金
な
し
で
や
っ
て
い
け

る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
る
と
自
慢
で
き
る
ま

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

借
金
は
か
つ
て
町
全
体
で
230
億
円
余
り

の
残
高
が
あ
り
ま
し
た
が
今
は
150
億
円
く

ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
借
金
は
将
来
に

負
担
が
か
か
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
引
き
続
き
軽
減
に
努
力
し
ま
す
。
し

か
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
若
干

の
借
入
れ
は
必
要
で
す
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

意
見
８　

将
来
の
市
町
村
合
併
の
見
通
し

は
？

　

夢
と
活
力
の
あ
る
持
続
可
能
な
町
と
し

て
努
力
し
ま
す
。

　

３
年
前
に
岡
崎
・
額
田
・
幸
田
の
合
併

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
時
期
尚
早

と
し
て
見
送
り
ま
し
た
。
地
方
分
権
に
よ

る
権
限
委
譲
・
道
州
制
の
動
き
も
あ
り
先

行
き
不
透
明
で
す
が
、
道
州
制
が
実
施
さ

れ
る
時
点
で
は
岡
崎
・
西
尾
幡
豆
・
蒲
郡

を
含
め
た
広
域
で
の
検
討
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
（
内
線
３
４
１
）
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